
 

子どもたち・チーム稲穂小 皆様の前向きさにより あたたかい学校へと前進！ 

校 長 遠 藤 隆 典 
 

本日、令和５年度の教育活動を無事終えることができました。今年度は各種活動制限

もなく教育活動を改善・充実させながら進めることができました。ご家庭・地域の皆様

のご協力・見守り、そして、何よりも子どもたち･教職員の前向きに各種教育活動に取り

組む姿勢があったからこそです。チーム稲穂小の皆さんの前向きな心が、学校に活力を

生み、「あたたかい学校」へと前進できたと感じています。心より感謝申し上げます。 

子どもたちは、日々の学習活動に実に一生懸命に取り組みました。猛暑の時も行事が

重なり疲れている時でも、気持ちを切り替え、生き生きした力を発揮していました。授

業では、タブレットを効果的に活用した授業改善に全校でチャレンジしましたが、どの

学年でも子どもたちは驚くべき対応力を発揮し、タブレットの学習道具としての可能性

を大きく示してくれました。また、体力向上やチャレンジ 2023 の取組では、多くの児

童が様々に頑張りを発揮し、子どもがのびのび活躍するあたたかい学校となりました。 

その支えとなるよう子どもへのあたたかいかかわりを全職員で努力しましたが、何よ

りも子どもたちの素直で前向きな頑張りと保護者・PTA・地域のあたたかい協力が、安

心･安全な落ち着いた学校風土をつくりあげてくれました。ありがとうございました。 

今後も、チーム稲穂小皆さんのあたたかいサポートをいただきながら、未来を生きる

子どもたちの資質・能力を確実に育める教育活動となるよう全職員のチーム力を更に高

めて検討・推進していけるよう努力していきます。１年間、ありがとうございました。 
 

学校関係者評価のお知らせ 

学校運営協議会委員の皆様に
今年度の教育活動の学校評価を
していただきました。稲穂小ホ
ームページに掲載しておりま

す。ぜひご覧ください。 
 

春休みの事故に注意 
 春休みは交通事故が多くな
ります。外を歩いたり自転車
に乗る機会が増え、行動範囲
も広がりますが、車もスピー
ドを上げ始める季節です。校
区は交通量が多いので、道路
の横断や
自転車の
乗り方に
気を付け
るように
ご家庭で
お話しください。 
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《異動のお知らせ》 下記の職員が異動となります。 
 
◆韮澤 滋一 教頭（校長として岩内東小学校へ） 
◆加能 公康 教諭（山の手小学校へ） 
◆相澤 勇佑 教諭（退職） 
◆福士 佳世子教諭（桜小学校へ） 
◆奥村 崇人 教諭（大学院研修終了 真狩小学校へ） 
◆山本 奈菜 教諭（共和町立北辰小学校へ） 
◆近藤 一夫 用務員（西陵中学校へ） 
◆河井 寿人 用務員（退職） 
◆渡邊 雅代 学校図書館司書（退職） 

～お世話になりました～ 
 

★森本養護教諭がお休みに入ります！ 

この度、産休・育休を取得させていただくことになりま

した。しばらくの間、育児に専念させていただき、復帰し

た際にはより子どもたちと保護者の方々の気持ちに寄り

添える養護教諭を目指したいと思っております。稲穂小の

みなさんとまたお会いできるのを楽しみにしております。                

(養護教諭・森本未紗) 



 

子ども発信のチャレンジ企画が実現 
子どもの主体性の育成に重点を当て「チャレンジ 2023」を

テーマに様々な取組を行っていますが、ついに子どもが企画し

た取組も実現しました。まず２年生の「先生、走りたいのでチ

ャレンジマラソンをやってほしい」という声を元に「チャレン

ジランニング」を実施しました。次に６年生の提案で「チャレ

ンジけん玉」が実現しました。たくさんの人が挑戦しました。

とても楽しそうに生き生きとチャレンジしていました。 
主体的に考え判断し行動していく力は重要な力です。チャレンジする大切さを次年度

も様々な取組を通して高めていき、主体性を育んでいきたいと考えています。 
 

校友会入会式が行われました。稲穂小卒業生として母校への思いも大切に持ち続けて！ 

14 日に稲穂小学校校友会の入会式が行われました。校友会

長高田嗣久様より、「スポーツ、勉強、趣味など一つ目標や夢を

持ち続けてください。そして様々なことを経験し、周りに流さ

れないよう充実した日々を過ごしてください。」と六年生へ励ま

しのお言葉と記念品を贈呈していただきました。校長からは、

本校ゆかりの政治家・俳優である石原慎太郎･裕次郎兄弟の稲穂小への思いにかかわるエ

ピソードを紹介させていただき、母校への思いが、時に自分自身を支えになるものであ

ることを話しました。子どもたちが稲穂小卒業生として、自信を持って生活し、社会で

活躍する人になっていくことを願っています。 
 

6 年生ありがとう！ １年生から感謝のプレゼント 

１年生が、お世話になった６年生に自作のペンダ

ントと感謝の気持ちを伝えました。入学以来、とて

も優しくお世話してくれた 6 年生、なかよし班でも

たくさん遊んでもらいました。心温まるやりとりで

す。６年生もお礼の気持ちを伝えていました。 
 

第 77 回卒業証書授与式 ６５名の卒業生 夢と希望をもって 未来へ羽ばたけ！ 

19 日、６５名が本校を巣立ちました。今

年の卒業式テーマ「六年間の感謝を伝え、

夢と希望をもって未来に羽ばたこう」でし

たが、これは六年生が掲げたテーマでした。

その思いが一人一人の姿からしっかり伝わ

ってくる堂々とした素晴らしい姿でした。 

 卒業生は、場をわきまえ行動することや、

人の話をきちんと聞く力がしっかりと身に

付いてきた子どもたちでした。夢・目標を持ち続け、将来、自分らしくたくましく生き

る人材へとなり、夢を実現させていくことを願い、これから始まる中学校生活で「何か

に夢中になり、全力で努力する」という経験をする大切さを話させていただきました。

思うように行かない苦しい場面に出会っても、必ず自分は乗り越えられると信じて、昨

日の自分・今の自分より成長させることを工夫して乗り越えていってくれることを願っ

ています。子どもたちが様々な経験を重ね、自分らしく成長していくことを、地域皆で

応援していただけたらと思います！よろしくお願いいたします。 


